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張
作
霖
爆
殺
と
西
安
事
変

張
作
霖
・張
学
良
と
日
本

(岫
順
二
緬

張
作
霖
爆
殺
と
軍
国
主
義
日
本

 

二
〇
〇

八
(平
成
二
〇
)
年
六
月
四
日
は
、
中
華
民
国

期
の
奉
天
軍
閥

・
張
作
霖

(後
に
北
京
政
府

を
支
配
す
る
安
国
軍
大
元
帥
)
の
没
後
八
○

周
年
の
祥
月
命
日
で
あ
る
。
そ
の
三
日
前

の

六
月

一
日
(日
)
に
、
東
京
神
田
の
学
士
会
館

で
、
八
○
周
年
記
念
の
研
究
集
会
が
開
催
さ

れ
、
私
も
爆
殺
事
件
の
真
相
を
報
告
す
る
。

公
的

・
私
的
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
九
二
八

(昭
和
三
)
年
六
月
四
日
の
早

朝
、
北
京
か
ら
奉
天

(瀋
陽
)
に
帰
還
す
る

張
作
霖
大
元
帥
坐
乗
の
特
別
列
車
が
、
瀋
陽

駅
に
近
い
皇
姑
屯
で
、
満
州
駐
在
の
関
東
軍

高
級
参
謀

こ
川
本
大
作
大
佐
を
首
謀
者
と
す

る
謀
略
に
よ
り
、
爆
破
さ
れ
た
。
張
作
霖
は

瀕
死
の
重
傷
を
負
い
、
数
時
間
後
に
、
奉
天

城

 

内
の
自
宅
で
憤
死
し
た
。

同
じ
車
両
の
巾
で
、
張
作
霖
と
同
行
中
の

-

II

一
九
三
二
年
の

「五

・
一
五
事
件
」
(犬
養

毅

首

相

他

を

殺

害
)
、

一
九

三

六

年

の

「
二

・
二
六
事
件
」
(岡
田
啓
介
首
相
他
を
襲

撃
、
閣
僚
な
ど
を
殺
害
)
な
ど
に
よ
る
軍
部

独
裁

へ
の
道
を
切
り
ひ
ら
き
、
「満
州
事
変
」

と

一
九
三
七
年
七
月
の

「澄
溝
橋
事
件
」
後

の
戦
争
拡
大

へ
の
火
蓋
を
切

っ
た
。
敗
戦
に

い
た
る
暴
挙
の
連
鎖

へ
の
出
発
点
で
あ

っ
た
。

張
学
良
と
孫
文

・
蒋
介
石

 

張
学
良

(
一

九
〇

一
―
二
○
○

一
年
)
は
、
奇
し
く
も
昭

和
天
皇
と
同
年
齢
で
あ
る
。
若
き
日
に
、
人

を
救
う
医
者
に
な
り
た
い
と
望
ん
だ
張
学
良

は
、
父
作
霖
の
強
い
要
望
で
英
才
教
育
を
受

け
、
軍
人

へ
の
道
を
進

ん
だ
。

一
九
歳

の

時
、
軍
人
養
成
の
束
三
省
講
武
学
堂

(砲
兵

科
)
に
入
学
、
郭
松
齢
戦
術
教
官
の
民
主
主

義

∴
氏
族
主
義
思
想
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
。

一
九
二

I
年
訪
日
、
当
時
、
よ
く
似
て
い

た
皇
太
子

(後
の
昭
和
天
皇
)
と
面
会
。
参

観
し
た
日
本
軍
の
威
圧
的
雰
囲
気
に
は
反
発

し
た
。
ま
た
、
最
晩
年
の
孫
文

(
一
八
六
六

-

一
九
二
五
年
)
と
面
談
し
て
深
く
傾
倒
し

た
。

一
九
二
八
年
の

「
易
幟
」

の
素
地
は
、

す
で
に
出
来
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
三
〇
年
春
、
閻
錫
山

・
馮
玉
祥

・
李

私
の
父
親

・
張
作
霖
の
軍
事
顧
問

・
儀
我
誠

也
陸
軍
少
佐

(陸
生

二
期
、
後
の

「満
州

事
変
」
の
首
謀
者
石
原
莞
爾
と
同
期
。
陸
大

三
〇
期
、
敗
戦
時
の
陸
相
阿
南
惟
幾
と
同

期
)
は
、
間

一
髪
の
差
で
軽
傷
、
九
死
に

一

生
を
得
た
。
父
親
の
危
機
と

い
う
限
り
で

は
、
張
作
霖
の
長
男

・
学
良
と
、
誠
也
の
長
男

の
私
は
、
同
し
立
場
で
あ

っ
た
。
奉
天
の
日

本
人
小
学
校
三
年
生
の
私
は
、
当
日
早
朝
の

爆
音
に
驚
い
た
も
の
の
政
治
的
背
景
な
ど
を

理
解
す
べ
く
も
な
か
っ
た
。
数
え
歳
二
八
歳

の
張
学
良
は
、
前
線
か
ら
変
装
し
て
急
痙
奉

天
に
戻
り
、
周
到
な
配
慮
で
関
東
軍
に
侵
略

的
軍
事
行
動
の
口
実
を
作
ら
せ
な
か
っ
た
。

民
政
党
若
槻
首
相
と
幣
原
喜
・重
郎
外
相
を

「軟
弱
外
交
」
と
批
判
し
た
田
中
義

一
首
相

(政
友
会
総
裁
、
予
備
役
陸
軍
大
将
)
は
、

満
蒙
を
日
本
の
実
質
的
支
配
に
囲
い
込
む
こ

と
を
熱
望
し
、
張
作
霖
政
権
を
利
用
し
よ
う

と
し
て
い
た
が
、
張
作
霖
の
急
死
で
そ
の
思

惑
は
外
れ
た
。
し
か
し
、
田
中
政
権
は
国
民

政
府
の
満
州

・
束
三
省
支
配
を
阻
止
す
る
た

め
に
、
張
作
霖
の
後
継
者
張
学
良
に
圧
力
を

加
え
続
け
た
。
張
学
良
は
、
日
水
軍

へ
の
怒

り
を
表
に
出
さ
ず
日
本
政
府
の
妨
害
を
排
除

し
て
、
同
年
コ
百
二
九
日
に

「易
幟
」
に

!

i
↑

宋
仁
が
反
蒋
介
石
の
軍
事
行
動
を
起
し
、
蒋

介
石
の
中
央
政
府
軍
と
の

「中
原
大
戦
」
が

始
ま

っ
た
。
同
年
九
月

一
八
日
、
張
学
良
が

蒋
介
石
の
側
に
立

っ
た
の
で

「反
蒋
連
合
」

は
敗
北
七
た
。
そ
の
功
績
で
張
学
良
は
国
民

政
府
の
陸
海
空
軍
副
総
司
令
に
就
任
し
た
。

し
か
し
、
張
学
良
は
、
す
で
に
国
民
政
府
の

「争
権
奪
利
」
の
実
態
に
気
付
い
て
い
た
。

そ
し
て
、
奇
し
く
も
翌
三

一
年
九
月

一
八
日

開
始
の

「満
州
事
変
」
に
よ

っ
て
、
東
三
省

さ
ら
に
熱
河
省
を
日
本
軍
に
奪
わ
れ

「不
抵

抗
将
軍
」
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
る
。

一
九
三

三
年
三
月
、
張
学
良
は
下
野
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
に
外
遊
す
る
。
当
時
、
蒋
介
石
は
、

一
九

三
〇
年
七
月
の

「
長
沙
ソ
ビ

エ
ト
」
成
立
な

ど
の
状
態
の
な
か
で
、
反
共
作
戦
に
力
を
注

ぎ
、
張
学
良
政
権
に
協
力
し
な
か

っ
た
。

一

九
三
二
年
四
月
、
中
華
ソ
ビ
エ
ト
政
府

(瑞

金
)
は
、
「
対
日
戦
争
宣
言
」
を
発
し
た
。

張
学
良
と
蒋
介
石
の

「
西
安
事
変
」

 

一

九
九
〇
年
に
、
張
学
良
が
語

っ
た
。

「蒋
先
生
と
私
と
は
、
感
情
的
に
は
兄
弟

だ

っ
た
が
、
政
策
は
違

っ
て

い
ま
し
た
。

…
…
蒋
先
生
は

『安
内
攘
外
』
を
主
張
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
私
は

『攘
外
安

踏
み
き

っ
た
。
東
三
省
に
も
、
従
来
の
五
色

旗
に
か
わ

っ
て
、
青
天
白
日
旗
が
ひ
る
が
え

り
、
張
学
良
宿
願
の
国
民
政
府
と
の
統
合
、

全
国
統

一
が
実
現
し
た
。
日
本
政
府
側
か
ら

い
え
ば
、
最
悪
の
事
態
で
あ
る
。

三
年
後
の

一
九
三

一
年
九
月

一
八
日
、
関

束
軍
の
石
原
莞
爾

・
板
垣
征
四
郎
が
首
謀
者

『
と
な

っ
て
柳
条
湖
の
満
鉄
路
線
の
ご
く

一
部

を
み
ず
か
ら
爆
破
し
、
逆
に

「中
国
側
の
仕

業
で
あ
る
」
と
宣
伝
し
て
、
「満
州
事
変
」

の
火
蓋
を
切

っ
た
。
又
し
て
も
、
鉄
道
利
用

の
諜
略
で
あ
る
。
戦
後
の
一
九
四
九
年
の
鉄

道
を
舞
台
と
し
た
下
山

こ
二
鷹

・
松
川
の
三

大
謀
略
事
件
を
想
起
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

張
作
霖
爆
殺
は
、
河
本
大
作
大
佐
の
独
断

的
犯
行
で
は
な
く
、
陸
軍
上
層
部
や
久
原
房

之
助

・
吉
田
茂
な
ど
を
含
む
張
作
霖
排
除
の

政
治
的
動
向
に
沿
う
も
の
で
あ

っ
た
。
関
束

軍
暴
走
の
実
績
は
、
「満
州
事
変
」
に
引
き

継
が
れ
、
陸
軍
内
部

の
長
州
閥

(山
膳
有

朋
、
寺
内
正
毅
、
田
中
義

一
な
ど
)
と
反
長

州
派
な
ど
の
派
閥
闘
争
と
下
剋
上
を
加
速
さ

せ
た

(田
中
隆
吉

『日
本
軍
閥
暗
闘
史
』
中

公
文
庫
、

一
九
八
八
年
な
ど
参
照
)。
張
作

霖
爆
殺
の
暴
力
的
手
法
は
、

一
九
三
〇
年
の

浜
口
雄
幸
首
相
狙
撃

(翌
年
死
亡
)
事
件
、

~

l
y

。

1

1

-

‐‐

内
』
を
唱
え
た
の
で
す
」
。

「私
は
、
ま
ず
、

先
に
外
、
つ
ま
り
日
水
と
戦

い
、
そ
れ
か
ら

国
内
を
安
ら
か
に
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」

(N
H
K
取
材
班

・
臼
井
勝
美

『張
学
良

の

昭
和
史
最
後
の
証
言
』
角
川
書
店
、

一
九
九

一
・
平
成
三
年
、

一
七
九
~
二

八
〇
四‐
)
。

一
九
三
四
年

一
月
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
帰

国
し
た
張
学
良
は
、

一
九
三
五
年
西
北
則
匪

副
司
令
に
任
命
さ
れ
た
が
、
部
下
の
東
北
軍

の
精
鋭
は
共
産
党
側
の
反
撃
で
大
敗
北
を
く

り
か
え
し
、
帰
還
し
た
捕
虜
は
、
内
戦
停

止
、

一
致
抗
日
を
訴
え
た
。
同
年

二

一月
九

日
に
は
、
北
京
で
抗
日
を
求
め
る
学
生
た
ち

の
大
規
模
の
デ
モ
が
行
わ
れ
、
抗
日
の
気
運

は
全
国
的
に
高
揚
し
た
。

張
学
良
の

「攘
外
安
内
」
の
数
回
の
建
言

は
、
蒋
介
石
に
拒
否
さ
れ
続
け
た
。
つ
い
に

一
九
三
六
年

こ

一月

こ

一日
、
西
安
近
郊
の

華
清
池
で
、
張
学
良
は
楊
虎
城
と
協
力
し
て

督
戦
に
来
て
い
た
蒋
介
石
を
監
禁
。
周
恩

来
、
宋
美
齢
そ
の
他
の
活
動
が
あ
り
、
蒋
介

石
指
導
の
抗
日
統

一
戦
線
結
成

へ
の
活
路
が

切
り
ひ
ら
か
れ
た
。
翌
年
七
月
七
日
の
盧
溝

橋
事
件
の
後
、
九
月
に
は
第
二
次
国
共
合
作

が
本
格
的
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

(大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
)


